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5.4 第 3回検討会 

(1) 検討概要 
 

開催日時 平成 21 年 3 月 3 日（火） 13:30～15:30 

場 所 ドーンセンター 5F 特別会議室 

参加人数 12 名（事務局を除く） 

配布資料 

次第、出席者名簿、配席図 

資料１ 井上委員 説明資料   〔(2)検討会資料参照〕

資料２ 門上委員 説明資料   〔(2)検討会資料参照〕

資料３ 高橋委員 説明資料   〔(2)検討会資料参照〕

資料４ 関西ブランドの創造に向けたとりまとめのイメージ  

参考資料１ 第 2 回関西ブランド推進方策検討会 議事概要 

参考資料 2 アンケート調査の実施結果について 

意見概要 

１．地域産業の活性化とブランドについて 

・ 地域ブランドというのは、地域社会に溶け込み、発展・成長・持続により、地域の豊かさ

や幸せを創造していく緩やかな展開の核であるべき。 

・ 個々の企業のいいところを組み合わせることによって価値が出てくる可能性がある。 

・ 地場産業に対して、力の入れ具合によっては何とか頑張れるところがあるのならば、行

政側等が、調整弁という役割を果たして支援（お金、人材等）を考えていくことが必要。 

・ 頑張っていくことが必要な部分では、個々の企業や業界の努力、競争的な原理が必要。

２．関西の食文化とブランドについて 

・ １つのいい言葉がかぶさってくれば、それは十分ブランドになり得る。 

・ 破壊と創造を繰り返していかないと価値（ブランド）は生まれていかない。「伝統」は革新

の連続があってこそ「伝統」であり、単に「伝統」を伝えたのみでは「伝承」になる。「伝

承」が、その時代に生きている人にフィットしないと風化する。 

・ ブランドは、多面的な捉え方ができるので、いかにブランドを作るかということではなく

て、今非常に力があるものをどう育てていくか、どう見極めていくかということが重要。 

３．地域づくりとブランドについて 

・ 行政や町民が考えながら町をつくっていくようなシステムこそブランドであり、1つ 1つの

地域が完成していく仕組みがブランドとして価値がある。 

・ 関西ブランドは日本を変えるための日々の営みの連続の中に生まれてくるもの。 

・ 多様性のある地域群を括って「関西」を付加することによって市民が中心となる有能な地

域を形成する。多様性のある地域群がブランドではないか。 

・ 常に可能性を持っているものがそのまちにあり、今まちでどのように動いているか。そ

れをどういうふうに構造化して、システムにしていくかが重要。 

・ 活動は小さくてもきちんとやっていれば、その情報は世界とつながる。 

検討会 

の様子 
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(2) 検討会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1 井上委員 説明資料 
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資料２ 門上委員 説明資料 
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